
前期基本計画の総括資料

１．人口推移

分 野 平成２４年度からの主なできごと 備 考

１章
協働社会

H２５

H２６
H２７

市民協働事業提案制度を創設
インターネット中継に向けた議会の傍聴機能の強化
地域交流館（旧尾崎小学校跡地）を開館
不動産会社との連携による自治会への加入を促進

２章
健康・福祉

H２４
H２５

H２６
H２７

H２８

子育て情報冊子を作成
阪南市民病院が新築オープン
はんなん健幸マイレージ制度がスタート
子どもの入院医療費を拡充（小学校就学前から中学校卒業まで引き上げ）

妊婦健康診査の公費負担額を拡充
「買い物支援マップ」を作成
子どもの通院医療費を拡充（小学校就学前から中学校卒業まで引き上げ）

３章
生活環境

H２５

H２６
H２７

H２８

市内の防犯灯をLED化
太陽光発電システム等設置助成を開始
（仮称）泉南阪南共立火葬場の整備着手
「防災ハザードマップ」を作成
駅周辺に防犯カメラを設置
雨水貯留タンク設置助成を開始
防災コミュニティセンター（まもる館）を開館
（仮称）阪南市南西部新消防庁舎の整備着手

４章
教育
生涯学習

H２６
H２７

H２８

中学校給食（デリバリー方式）を本格実施
台湾との交流・連携を推進
健幸ポイントプロジェクトをスタート
（仮称）阪南市立総合こども館の整備

５章
産業

H２６

H２７

阪南はなやか観光協会を設立
星田英利さんが観光大使に就任
創業支援の強化（創業セミナー、空き店舗活用補助制度の創設など）
夕陽百選に選定

６章
都市基盤

H２４
H２６
H２７
H２８

鳥取ノ荘駅及び駅周辺整備（H２８完了予定）
和泉鳥取駅及び駅周辺整備着手
総合輸送システム構築の検討
公共交通基本計画の策定着手
立地適正化計画の策定

７章
行政経営

H２５
H２６
H２７

H２８

広域福祉課を設置
行政評価制度の見直し（外部評価、総合評価制度を導入）
人事評価制度を導入
公共施設等総合管理計画を策定
シティプロモーション事業を本格稼働
人口ビジョン、総合戦略、アクションプランを策定
総合計画後期基本計画の策定

３．前期計画期間の主な動き

２．施策の進捗状況（内部評価）の経年変化
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「－」：施策のめざす姿に近づいていない

「★」：施策のめざす姿にやや近づいている

「★★」：施策のめざす姿に近づいている

「★★★」：施策のめざす姿を実現している

26.2％

21.4％

14.3％ 78.6％

73.8％

78.6％

7.1％

主な人口減の原因

結婚出産世代の流出

出生率低下

若年層転出超過

高齢化進展

都市の魅力低下

他都市への人口流出

単位（人）

総合計画の将来人口と人口推移

※出典 阪南市住民基本台帳（各年度１月１日）

H22 H28 H33

計画値 58,065 56,000 54,000

実績値 58,065 56,469
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57,000
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59,000

資料３－１


